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論文題目

Factors Related to the Incidence of Lower Limb 

Sports Injuries in.Adolescent Female Football 

Players 

（思春期女子サッカー選手における下肢のスポーツ傷害発生に関連

する因子について）

綸文内容の要旨

【緒言 J
思春期の女子スポーツ選手•は傷害発生率が高く、重症例も多い。

競技人口の増加に伴い思春期の女子サッカー選手のスポーツ傷害発

生の増加と重症化が危惧され、その予防は急務である。しかし、わ

が国の中学• 高校女子サッカー選手を対象とした ス ポ ー ツ 傷 害 に 影

響する要因を検討した先行報告は少ない。本研究の目的は中学・高

校女子サッカー選手の下肢のスポーツ傷害と、下肢の筋の柔軟性と

筋力およびバランス 能力の関連性について検討する こ と で あ る 。

［対象と方法］

初期調査に参加した某クラブチームに所属する女子選手 35名のう

ち 1年後も本チームでサッカー活動を継続し、フォ ロ ー で き た 18名

（高校生 8名、中学生 10名、年齢・14.2土 1.6歳、身長 158.0士6.2cm、

体重 50.6士8.1 kg; 平均値土 SD) を対象とした。筋の柔軟性は傾斜計

を用いて、膝窟角（ハムストリングスの柔軟性）、腹臥位での膝関節

屈曲角度（大腿四頭筋の柔軟性）、膝関節伸展位での足関節背屈角度

（誹腹筋の柔軟性）を測定した。下肢筋力は軸足（左下肢）の股関

節外転・伸展の等尺性最大筋力および等速性膝屈曲・伸展のピーク

トルク（角速度 60゚ ／秒）を測定し、体重比を算出した。動的バラン

ス能力は modified Star Excursion Balance Testで評価し、棘果長

で除したリーチ率とした。閉眼および開眼で片脚立位時の postural

swayは重心 動 揺 計 を 使 用 し て 、 足 圧 中 心 (center of pressure、 C

0 p) を測定した。初期調査後 1年間に発生した下肢のスポーツ偽害

の有無を各対象者に聴取した。

各変最は正規の検定に従い、 2標本 t検定、あるいは Mann-Whitney

の検定を用いて、 1回以上の下肢のスポーツ傷害を経験した 10名（傷

害群）と経験しなかった 8名（非傷害群）の問で比較した。有意水

準は 5%とした。

［結果】

非傷害群と比較して、傷害群は初期調査時の軸足の膝関節屈曲角

度が有意に小さく、軸足開眼片脚立位時の COP (外周面積）が有

意に大きかった。軸足の膝関節屈曲角度と軸足開眼片脚立位の co
p (外周面積）を独立変数、下肢のスポーツ傷害の経験の有無を従

屈変数とした多重ロジスティック解析の結果、軸足の膝関節屈曲角

度が抽出されたが、有意性は認めなかった。

［考察】

女性は男 性 と 比 較 し て サ イ ド カ ッ テ ィ ン グ お よ び サ イ ド ス テ ッ プ

動作中の大腿直筋の活動が高いとされている。また片脚ジャンプの

着地時、女性は男性と比較して下肢全体のこわばりが高く、衝撃を

吸収する能力が低かったと報告されている。このようなパフォーマ

ン ス 中 に 高い大腿四頭筋の活動状態が持続すると筋のこわばりが高

まり、柔軟性の低下を招くことが推測できる。本研究の対象者でも

柔軟性が低 下した大腿四頭筋が容易に筋疲労きたし、パフォーマン

ス中の神経コントロールを低下させ、下肢のスポーツ傷害をひき起

こした可能性が高い。 posturalsayが大きい場合、スポーツ傷害を

発生しやすいという先行報告と一致した見解を得た。バランス能力

が低い場合、下肢には高い筋活動が発生し、疲労をきたし易く、安

定性の代償が関節構成体に求められ、関節およびその周囲の組織に

発生する微少な力学的ストレスが傷害発生に関与したことが考えら

れる。

思春期女子サッカー選手のスポーツ傷害予防を目的とした評価と

介入には大腿四頭筋の柔軟性と開眼時の軸足片脚立位 COPが重要

であると示唆された。

本研究の限界として以下の 2点 が 挙 げ ら れ る 。 ① 対 象 者 数 が 少 な い

こと。②本研究の対象者の年齢範囲は 11歳から 18歳で、 peak high 

velocity age前後の著しい身体の形態的変化を伴う成長過程にある

ことがスポーツ傷害の発生にも影愕した可能性が高い。しかし本研

究ではこのような発育過程を十分に考慮していない。

思春期の 女 子 サ ッ カ ー 選 手 の 発 達 段 階 を 考 慮 し な が ら 足 関 節 捻 挫

などの特定 のス、ポーツ傷害のリスク要因を検討し、その予防介入へ

と繋げることが今後の課題である。
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要 旨

思春期の女子サッカー選手は増加していることから、スポーツ傷害の発生と重症化が

危惧され、その予防は急務である。しかし、わが国の中学• 高校女子サッカー選手を対

象 と し たスポーツ傷害に影響する要因を検討した先行報告は少ない。そこで本研究では

中学・ 高校女子サッカー選手の下肢の筋の柔軟性と筋力、バランス能力が下肢のスポー

ツ傷害 発生に影密する要因について検討した。対象は、クラプチームに所屈する女子選

手のうち 1年後にフォローできた 18名とし、 1回以 上の 下肢のスポーツ傷害を経験した 10

名（傷害群）と経験しなかった 8名 （ 非 傷 害 群 ） を 比 較した。その結果、非傷害群と比

較 し て、傷害群は初期調査時の軸足の膝関節屈曲角度が有意に小さく、軸足開眼片脚立

位時の足圧 中 心 外 周 面 積が有意に大きかったことなどから、思春期女子サッカー選手の

スポーツ傷害予防を目的とした評価と介入には大腿四頭筋の柔軟性と開眼時の軸足片

脚立位足圧中心外周面積が重要であると示唆された。

本研究は思春期女子サッカー選手のスポーツ傷害予 防を目的とした評価と介入に重

視 す べき因子に関する新たな知見をもたらした価値ある集積であると認める。よって学

位申請者の高嶋幸恵は、博士（保健学）の学位を得る資格があると認める。
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